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研究成果の概要（和文）：1988年以来, 研究申請者らは長野県の5つの地域で健康寿命の延長を目指した健康教
育プログラムを導入してきた。本健康プログラムは, 2014年にISO Health Education 9001を取得した。東南ア
ジア諸国は日本同様, 高齢化社会になると予測されていることから, 本ISO健康教育システムは, 2016 -18年に
タイのマヒドン大学,インドネシアのウダヤナ大学,フィリピンのサウスウェスタン大学と協力して,本プログラ
ムを3か国に導入した。本研究の目的は, 問題を整理して,本プログラムを改善し, 国際社会に貢献するための効
果的なシステムを提案することである。

研究成果の概要（英文）：Since 1988, we have introduced our health education program which aims for 
extension of healthy life expectancy into five areas in Nagano Prefecture. We acquired the ISO 
Health Education 9001 in 2014. As is the case with Japan, the Southeast Asian countries are 
forecasted to become an aging society. We surmised that our ISO Health Education system will play an
 important role in these areas. From 2016 to 2018, we worked together with Mahidol universities in 
Thailand, Udayana　universityin Indonesia and Southwestern university in Philippines and introduced 
this program into these three countries. The purpose of this study is to sort out and summarize the 
issues, make improvements to the program and propose an effective system to contribute to the 
international society.

研究分野：健康教育
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
東南アジアのタイの高齢化率は,2025年に14％,インドネシアは2045年に14％,フィリピンは2049年に14％に増加
すると推定され,アジア諸国も高齢化という日本と同様な課題を抱えていく。これより,アジア諸国が連携・協力
し,体系的な健康教育を実施していく組織を立ち上げ,アジアの高齢化社会に対応する健康寿命の延伸と医療費の
削減を考えた健康教育システムの導入が喫緊の課題となる。本ISO健康教育システムは, これらの分野で重要な
役割を果たすと考え, 2016-18年にタイのマヒドン大学、インドネシアのウダヤナ大学、フィリピンのサウスウ
ェスタン大学と協力して、このプログラムをこれら3か国に導入した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
世界保健機関（WHO）は, 1978年のアルマ・アタ宣言により, 従来の重度感染症の後追い措置
から, 主要な感染症への予防などを含めた『全ての人々の健康を実現する(Primary Health 
Care)』の目標を掲げた。その後, 1986年にこの概念を発展させた, 『人々が自らの健康をコン
トロールし, 改善できるようにする(Health Promotion)』へ継承させた。WHOの目的は, Quality 
of Lifeの実現でもあるが, この状況が克服されてこそ well-beingな生きがいのある人生が可能
となる。我が国の状況を見ると, 1970年以降, 急速に高齢化が進行し, 現在では, 世界トップク
ラスの平均寿命となったが, 高齢化により認知症, 介護等, 様々な社会的問題を抱えている。 
この様な問題は, アジア諸国をはじめ, 世界各国でも同様に高齢化が進行すると推定されてい
る。特に, インドネシアは, 現在は 65 歳以上が 6.2%であり高齢化率は未だ低い水準であるが、
2040年に 14.5%に達し, 今後 20年で急激な高齢化が進み、他のアジア諸国も同様の傾向を示し
ている(国立社会保障,2018)。フランスの 114年、スウェーデンの 85年, アメリカの 72年など, 
多くの先進国は 40 年以上をかけて緩やかに高齢化が進んだため, 社会整備を行う時間的な余裕
があった。しかし, 日本の様に, 高齢化率が７％(1970年)から 14％(1994年)へ 20年程度で進行
した場合, 日本と同様の社会課題を抱えることは，想像に難くない。平均寿命の延伸は良い事で
あるが, 最大の問題は,『平均健康寿命』と平均寿命の間には 10 年近い隔たりがある事であり, 
その期間はここ 10年程度変わっていない。この状況は, 社会保障費の圧迫に加え, この間不健  
康で, 人間らしい生活が送れない事が社会課題となってくる。 
このような背景の下, 申請者らは, 日本同様の一体的な ISO 健康教育を実施する組織をタイの
マヒドン大学, インドネシアのウダヤナ大学, フィリピンのサウスウェスタン大学との共同研
究により立ち上げ, 日本の ISO 健康教育(International Organization for Standardization) 
9001; QC14J002 の導入を推進してきた。今まで, 本 ISO 健康教育を導入してきたタイのマヒ
ドン大学は, 高齢者の地域医療に特化しており, インドネシアのウダヤナ大学は, 小学校から高
校を含めた体力向上に取り組んでいる。また, フィリピンのサウスウェスタン大学は, 大学と地
域が一体となった地域医療を目指している。アジアの高齢化に伴い, 健康教育に関する国際共同
研究の基盤を構築すると共に, これらの大学と, 今まで共有してきた課題, 即ち参加者に目標を
持たせ, 動機付けを強化させた健康教育を定着させ, スタッフの連携から研究体制の強化も期
待できる。 
 
２．研究の目的 
申請者らは,日本の長野地域及びタイ,インドネシア,フィリピンの地域に,行政と大学機関の連携
により,若年シ ニアの育成を目的とした健康教育プログラムに認知症予防を取り入れ, 取り組
みの様子を図表化し, “見える化 ”することにより,根拠に基づいた包括的な健康教育を行う。
本健康教育は 2014年 10月に国際規格となる ISO9001 ：2008を取得し,今まで培ってきた日本
での健康教育を基に, さらに教材・プログラム及び指導法を見直し,系統 的健康教育を新たに開
発した健康教育をアジア諸国に導入していくため,①Plan, Do, Check, Action のサイクル に則
った ISO 健康教育を実践するための組織とソフトウェアの整備。②国内外の健康教育の実態調
査に基づく,健 康教育の教材・プログラム及び指導法の系統的開発。③中進国であるタイ,インド
ネシア,フィリピンが直面する 高齢化問題に本 ISO 健康教育の導入を行うことで国際貢献して
いく。 
 
３．研究の方法 
(1) ISO 健康教育を実践するための国内外の実態把握及び指導法の開発 
国内における健康教育の報告が見られる埼玉県,茨城県,また海外では,申請者らと現在共同研究
を進めている米国のベイラー大学の Dennis 教授,豪国のエディスコーアン大学の Nosaka 教授
と共に,各大学と地域で取り組む健康教育の実態を把握し,健康教育の教材・カリキュラムを活
用した指導法の開発を行う。 
(2)地域行政と大学機関の連携を図った健康教育の教材・プログラム及び指導法の系統的開発 
地域に合致した健康教育の教材・カリキュラムを作り,健康教育プログラムを指導・実践してい
けるスタッフ養成・研修プログラムを考案し,どの地域でも実践可能な健康教育の系統的なカリ
キュラム開発を行う。 
(3)アジア諸国のタイ,インドネシア,フィリピンでの効果検証 
系統的に開発された日本の健康教育をアジア諸国の地域に実践していくために,スタッフの養
成・研修プログラムを活用し,行政と大学機関の連携協力を基盤とした,本健康プログラムの有
効性を検証していく。 
 
３－１年次計画 
1 年目：日本で行われている ISO 健康教育システムの整備・改善を行い,再度日本の地域で試験
実施する。同時に国内外の健康教育の実態調査を行い,アジア 3か国で試験的に少人数による健
康教育を行う。 
2 年目：実態調査及び ISO 健康教育のアジアへの試験的導入により,教材・システムの課題と改
善点を見出し,アジア諸国に普及するための指導法の確立とスタッフ養成・研修に関するプログ
ラム開発を行う。 



３年目：新しく開発・改善された ISO 健康教育システムを日本で実践し,その検証を行なった後, 
日本で新しく開発・改善された ISO 健康教育システムを本格的にタイ,インドネシア,フィリピ
ンに運用する。第 2回国際会議を開催し,新しく開発・改善された ISO 健康教育システムを世界
に普及していくための足掛かりとなるアジアネットワークの確立を行う。 
 
４．研究成果 
(1) ISO 健康教育を実践するための国内外の実態把握及び指導法の開発 
2006 年に長野県の有識者と作成した健康教育テキスト「輝いて生きるためのウェルネス, ほお
ずき書籍, p1-92, 2006」を元に, 米国のベイラー大学の Dennis 教授,豪国のエディスコーアン
大学の Nosaka 教授と共に,各大学と地域で取り組む健康教育の実態を把握し,健康教育の教材・
カリキュラムを活用した指導法の開発を行い, 2010 年に特許を取得した「健康教育システム；
特許 4631060」のバージョンアップを行った。 
(2)地域行政と大学機関の連携を図った健康教育の教材・プログラム及び指導法の系統的開発 
地域に合致した健康教育の教材・カリキュラムを作り,健康教育プログラムを指導・実践してい
けるスタッフ養成・研修プログラムをタイのマヒドン大学の Suchinda 准教授, Nappoawan 准教
授, インドネシアのウダヤナ大学の Adiatmika 教授, Adiputra 教授, フィリピンのサウスウェ
スタン大学の Aznor 教授, Pastor 教授と協力し,考案していった。そしてどの国の地域でも実践
可能な健康教育の系統的なカリキュラム開発を一緒に協力しながら行っていった。 
(3)アジア諸国のタイ,インドネシア,フィリピンでの効果検証 
系統的に開発された日本の健康教育をアジア諸国の地域に実践していくために,スタッフの養
成・研修プログラムを活用し,行政と大学機関の連携協力を基盤とした,本健康プログラムの有
効性をタイのマヒドン大学の Suchinda 准教授, Nappoawan 准教授, インドネシアのウダヤナ大
学のAdiatmika教授, Adiputra教授, フィリピンのサウスウェスタン大学のAznor教授, Pastor
教授と協力し,各国の地域で実践し, 検証していった。 
〔特許〕 
名称：健康管理支援システム 
発明者：寺沢宏次 
権利者：寺沢宏次, 笹森文仁 
種類：特願 2006-115085 
番号：特許 4631060 
取得年：2010 年 9月 17 日 
国内外の別： 国内 
 
〔その他〕 
なし。 
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